
1 浩革と概要

. 1. 泊革

当生産技術研究所は，昭和24年5月31日公布の国立学校設爵法に基き，生

産に関する技術的諸問題の科学的総合研究と研究成果の実用化試験を行うこ

とを目的として同日附で千莱限千期市に設骰された．

設立当初は部門数15であつたが，昭和25年度に10部門を，同26年度に10部

門を増加して，現在35部門となつている．昭和26年3月までは第二工学部が

残つていた関係もあつて，研究所としての全面的な活動は，同年 4月から始

つている．

当研究所は次表に示すような 5部に分れ，それぞれの部において表に示さ

れたような専門分野を担当している．なお将来の計画としては，資源関係・

経悩工学関係の部を増設する案を持つている．

初代所長は，当時第二工学部長であつた瀬藤象二が兼任し，昭和26年4月

1日からは，附重寛九郎が第2代所長に就任して，現在に及んでいる．

第］部（基 應）—-応川数学・応用光学・音籾工学· 固態材料学・

流体物理学・応用氾子浮・放射線工浮・材料カ

• 応用弾性学

第 2 部（機械• 船舶）ー一槻械力学・機構学・伝熱工学・熱原動機学・流

休機械学・化学機械学・ 切削工作学・ 非切削工

作学・精密加工学・溶接工学・ 板金及び船体梢

造学・ 船休連動学

第 3部（電気・通信）ー一氾気回路学・ 霊力槻器学・慮力工学・電力制御

工学・ 冨子管工学・通信機器学・ 超短波工学

第 4部（化洋・冶金）一一無機工業化学・ 工業霊気化学及工業光化学・有

機工業化学第一•有機工業化学第二•有機工業

化学第万・化学工学・ 無機工業分析学・有機工

業分析学・鉄鋼製錬工学・非鉄金屈製錬工学・

金屈加工学・金属材料学

第 5 部（土木・建築）――—土質工学•土木構造学・交通路工学• 水工学・

測賊学・建築構造学・建築環境学・建築装備学・

建築生産学・建築配骰及機能学・※生産技術史

※将来ぱこれを含む適当な研究部を設けそこに移ナ予定である．
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研究所の位骰•敷地・建物•配置図

A. 位置

千葉県千葉市弥生町 1番地

国電総武線西千葉駅東口下車すぐ前，京成電車黒砂駅下車東北へ 300m

B. 敷地・建物・坪数・配置図

-x-ー＿ 分 主な施設叉は棟数 敷 地（坪） 1 建 坪 延 坪

中 央 講本義館室・購・堂食堂•等中央 28,260 1,043 1,370 

第 1 部 5 棟 4,500 883.5 1,471 

碕牙フ 2 部 8 棟 11,000 1,463 2,118 

第 3 部 ,1 棟 3,000 799 1,103 

第 4 部 ， 棟 9,000 1,178 2,038 

第 5 部 7 棟 6,000 1,188 1,862 

試作工場 1 棟 1,000 185.5 218 

宿 舎 1 2 棟 1,500 257 257 

学 生 寮 6 棟 2,760 571 1,111.5 

同上附屈陪 7 棟 1,380 310 324.5 

;;-C (!) 他 85,740 191 191 

I 154, 140 i s, 069 I 12, _o64 
他に構内には，軽金属住宅 1柿及び軽韮不燃害庫 1棟が存在するが，いず

れも研究上の試作物で諸条件を測定しているものである．

建物は，すべて木造平家又は―こ階建であつて，火災には特に注意を払つて

いるが，研究の性質上不燃性建築をもつことが望まれている．

合 計

C
 

各建物と主な用途

名 I構造 I延坪数所属部 I

館 1木造 坪
二階建 584.2 

中 央 1所長睾会誤室，事務室，図因睾医務室，
ヽ，自動電話機械室

堂木造 I 
平家建 I

286. 7/ 11 J講堂，写真室，微分解析椴室

P"• I 
早 ,, ! 1812! ,, ・i疫堂，厚生施設

1 オ造 I

中央講義室 1三階建 I 383. 21 

建 物 主 な •用 途

•J 

・ス

講

食

” ！講義室
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東第1号館 -木二-階造建 513.6 第 1部 教弾X線性務室室実験，，室応材料，用振物力動理学所実実験験員皇皇室， 疲実図験書労室実研験究，会室室蹄、室光： 

// 2 // // 360.7 ” 応用物郎所員室，会戚室,'実験研究室

fl 3 fl 平木家造建 117.61 ” I放射線実験室，実験研究室

" 4 1t ” 
107.8 第4部 I冶金工場

11 5 11 I 木造
二階建

367.5 ，, 冶金所員室実験研究室

" 6 11 I ” 
365.6 

” 
冶金応プ実用験化学所員室，・実験研究室， アイソ
トー -至

f/ 7 // 
” 

154.9 
” 応用化学所員室，実験研究室

r1 8 rt ¥ . rr I 217.4¥ ” i事務室，図淋室，会議室，講義室

ff 9 II 
” 307.81 I/ I応用化学所員室，実験研究室

I/ 10 // 
” 3901 ” 分析所員室，研究実験室

,1 11 ,1 I 木平家造建 58.8 I/ 実験研究室

I/ 12 // 
” 58.81 ” ” 

// 13 // 
” 

194.1 舘 2部 I ” 
// 14 // 11 105.9 

” ” 
西第 1号館 二木階造建 385.2 第3部 事務室，電気所員室，会議室，図困室，講

義室

// 2 " ” 
389.1 

” 弱電研究室，冥空管試作室，照明研究室

11 3 // I 木平家造建 200.4 
” 受霊所，高圧研究室

// 4 // 
” 

193.1 
” 電気機械研究室，工作室

11 5 11 I 木二階造砥 404.8 第5部 士木所員室，会誤室，図困室，講義室，研
究室

II 6 II 
” 

287.2 II 士測木簸講学義実室験！， 測最器具室，士質工学実験室，

" 7 " I 木平家造建 268.5 ” 
コンク 1)験ー室ト実験室，水工学実験室，士木
構造学実

11 s II I 木二階造建 404.8 ” 
建義築室所員室， 4淫務室，会議室図内皇講

II 9 II I 木二階造建 338.1 If 建築実験研究室

11 10 " I 平木家造建 I 123. 5J ” I建築材料実験室，構造実験室
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西第11号館 平木家造建 I 35. 3/第5部 I建築実験工作室

11 12 11 11 53.92 第 1部 脳被及び振動研究室

北第 1号館 木二階造建 382. 第2部 機械所員室，教務室，図淋室，実験研究室

,, 2 ,, 
” cl77. 31第 1部 風洞実験室，謂義睾実験研究室

If 3 I/ 

” 228.4第 2部 様械実験研究室

II 4 II 
” 

,oo, ,, I電子麟疇所員室，誼i疇頌箆
製図室

I木造 170. 5 試工 場作 試作工場， !Jf務室f/ 5 // 平家建

ff 6 " , ff 167. 6 第 2部 籾密実験研究室

11 7 ,, 木造 287.2 f/ 船舶所員室，図内室，試作工場（木工場及

二階”建 び設計室）

'I 8 II 298.9 
” 船舶所員室，水楕実験室

ポンプ室 I贔贔 39.2 中央 所内水道給水源

D. 水道・電気・ガス・電話

水道は，構内 2ヵ所におのおの178111, 133mのさく井を行い，ポアホール

・ポンプ (25庄モーター直結）により汲み上げ，全施設に自家給水している．

給水枇月平均 5001113で，停電時には限営水追に切替の設備がある．

電気は，東京電力株式会社と 400kWの契約をし，普通高圧 3,300Vの翡

圧線を引込み，これを 500kWの設備をもつ受霊所で受け，各プロックの変

圧器でそれぞれの用途により変圧送謡している・ 直流大電流の実験のために

200kWの霊動発電機を受虚所内に設閥中である (28年 4月下句完成）．電力

消費祉は月平均 32.OOOkWH. 

ガスは，東京瓦斯株式会社と契約し，約 4kmの専用管高圧輸送により，

構内に設けられたガスホール（容租500mりに受け入れ，これを構内諸施設

に低圧にして供給している．ガス消穀批は月平均約10,000m包

電話は， 千葉局に 7回線加入している．私設交換機は自動式A型で， ,100 

回線の容址をもち， これに附属する手動中継台は局線20回線，内線 300回線

の容拙がある．内線電話機総数 217台，通話数月平均市内 6,000回，市外

:100回程度である．
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東京大学生産技術研究所配骰図
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